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加熱発生成分の調査

熱分解挙動の解析により課題解決を支援します。

電池材料の熱分解挙動解析

Cat.No 3E4J-017-00-180507

● 装置及び測定条件

熱重量示差
熱分析装置
(TG/DTA)

質量分析計
(MS)

方法 温度 昇温速度 雰囲気

熱重量示差熱分析

(TG/DTA)
室温～1,350℃ 2℃～20℃/min He・N2・Air

熱重量質量分析

(TG-MS)
室温～1,000℃ 2℃～20℃/min He

少量サンプル（1～5mg）で分析が可能

試料導入部の不活性雰囲気化が可能

温度変化に応じた発生成分の質量数がわかる方法

● 測定事例：TG-MSによるシュウ酸カルシウムの測定

各質量数毎のクロマトグラム(SIM)
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DTA曲線

TG曲線

[段階①]CaC2O4・H2O → CaC2O4＋H2O↑

[段階②]CaC2O4 → CaCO3＋CO↑

[段階③]CaCO3 → CaO＋CO2↑ 

温度(℃)

シュウ酸カルシウムのTG/DTA曲線
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材料中のガス成分の定量分析

● 分析方法 ● 管状炉燃焼-赤外吸収法のイメージ図
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対象成分 機器分析方法

C，S 高周波燃焼/管状炉燃焼-赤外吸収法

O，N 不活性ガス融解-赤外吸収法/熱伝導度法

H
全水素 不活性ガス融解-熱伝導度法

拡散性水素 大気イオン化MS

微量ガス成分(C,S,O,N,H)の定量分析が可能

温度変化に応じた発生成分の量がわかる方法1)

グローブボックス利用による高精度分析にも対応可能

1) カーボンブラックと黒鉛のC形態別定量など、熱分解温度の異なる
物質が混在している試料の分別定量の実績あり
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